
旭化成における特許AIプラットフォーム「
Patlytics」の活用実態と知財デジタルトランス
フォーメーション戦略 

Gemini 3.6 Flash 
旭化成における知財DXとPatlytics導入の背景 
総合化学メーカーである旭化成株式会社は、マテリアル、住宅、ヘルスケアの3領域を中心にグロー
バル事業を展開しており、多角的な技術基盤に支えられた広範な知的財産ポートフォリオを保有し

ている1。同社が2025年度より着手した中期経営計画『Trailblaze Together』およびデジタルトランス
フォーメーション（DX）推進方針においては、蓄積された技術やノウハウといった無形資産の価値最
大化と、それらを活用したソリューション型およびライセンス型事業（アセットライト型ビジネスモデル）

の拡大が柱として掲げられている3。この経営戦略を実務面から支えるため、同社は経営層への戦

略的示唆を行う「知財インテリジェンス室」の設置（2022年）やIPランドスケープの全社展開など、先
進的な知財経営体制を構築してきた2。 
こうした高度な知財活動の中で、知的財産部内の戦略ライセンスグループ（Strategic Licensing 
Group）が直面していた構造的課題が、権利行使および自社特許の防御に伴う侵害調査（
Infringement Detection）業務の過大な負荷であった1。同グループを率いる堀直人氏らのチーム

は、自社が保有する膨大な機械系・化学系特許群を対象に、競合他社製品による権利侵害の有無

の探索、公開情報や解体レポート（Teardown）からの使用証拠（Evidence of Use: EoU）の収集、な
らびにクレーム対比表の作成を行っている1。 
従来の調査アプローチは、知的財産分野の専門家が手作業で大量の特許明細書と市場の製品仕

様書を突き合わせ、構成要件ごとの一致を一つひとつ精査する手動プロセスに依存していた1。複雑

な案件では候補製品の特定と証拠構築までに数日から数か月という長期間を要し、意思決定の遅

延をもたらすとともに、高い専門性を持つ知財人材が単純な情報探索作業に拘束されるという課題

が顕在化していた1。さらに、化学技術分野特有の構成の複雑さや、米国・欧州・アジアなど複数法域

にまたがるクロスジュリスディクション調査の繁雑さも業務効率化の阻害要因となっていた1。 
これらのボトルネックを解消し、業務精度と安全性を維持しながら調査プロセスを劇的に加速させる

ソリューションとして導入されたのが、米Patlytics社が開発した特許全ライフサイクル対応型AIプラッ
トフォーム「Patlytics」である1。 

Patlyticsの技術的特長と旭化成における実装メカニズム 
Patlyticsは、一般的な法務用生成AIや単なるキーワード検索ツールとは異なり、特許業務の全工程
（発明発掘、出願、侵害分析、無効化調査、ポートフォリオ管理）に特化してゼロから設計された統合

型AIプラットフォームである8。旭化成は本プラットフォームの侵害検出モジュールを中心に業務実装

を進めた1。 
実務において成果を上げている根幹メカニズムの一つが、クレーム構成要件と製品情報の自動構



造化マッピング機能である1。Patlyticsは入力された特許の請求項をクレーム解釈（Claim 
Construction）に基づき構成要件単位（「1a」「1b」「1c」等）へ自動分解し、Web上の公開情報、製品
データシート、FCC提出書類などからクロールした技術情報と対比した構造化クレームチャートを即
座に生成する1。 
また、旭化成における運用の独自性として、AIによる自動探索結果のみに頼らず、自社で独自に入
手した未公開の製品機能情報や分析データを自由にシステムへ追加投入できる「カスタム製品特徴

入力（Custom Product Feature Inputs）」の活用が挙げられる1。これにより、公開Web情報に由来
する検索ルートと社内の暗黙知を組み合わせた多角的なターゲットアプローチが可能となり、立証精

度の向上が実現している1。 
特許領域におけるAI活用で最大の懸念点となるハルシネーション（虚偽出力）に対しては、出力され
るすべてのマッピング情報に元文献の具体的一節（段落、行番号、図面番号）を直接紐付ける「ピン

ポイント引用（Pin-point Citation）」技術によって対策が講じられている8。さらに、根拠の一致度合い

を「Disclosed（緑：直接的開示）」「Suggested（橙：推論を要する一部一致）」「None（灰：証拠なし）」
の3段階で視覚的に判定する標準化手法を採用しており、知財専門家が出力結果を迅速かつ確実
に検証できる信頼構造が確立されている8。 
これらに加え、厳格なエンタープライズレベルのセキュリティ体制と、各国特許庁のデータベースをカ

バーする多法域・多言語対応機能が整備されていたことが、グローバル企業である旭化成の導入基

準を充足する要因となった1。 

定量的・定性的導入成果の評価 
旭化成におけるPatlyticsの導入効果は、作業時間の短縮、調査コストの削減、ならびに知財担当者
の役割変革という明確な定量的・定性的指標として結実している1。 
最も顕著な成果は、侵害調査プロセスの速度向上である1。従来は調査から証拠立証までに数日か

ら数か月を費やしていた一連の調査ワークフローが、Patlyticsの自動化処理によりわずか「数時間」
で完了する水準にまで短縮された1。この劇的な時間削減は直接的なコスト抑制に寄与しており、同

社では検出レポート1件あたり最低1,000ドルから5,000ドル（USD）相当の費用削減効果が得られて
いると試算されている1。 
技術分野別の成果としては、特に構成要素の視覚化や仕様比較が容易な機械技術分野において、

候補製品および証拠の検出スピードと網羅性が飛躍的に向上した1。また、従来高度な手動比較を

要していた複雑な化学技術分野においても、解析の整合性とデータ収集効率の向上が確認されて

いる1。 
定性的効果としては、知財プロフェッショナルが単なる情報検索や対比表作成といった定型作業か

ら解放され、収集された証拠に基づくライセンス交渉戦略の立案、権利行使の可否判断、事業部へ

の戦略提言といった高付加価値な意思決定業務へ注力できる環境が整ったことが挙げられる1。 
 

評価軸 従来の手動ワークフロー Patlytics活用後の新ワーク
フロー 

調査・立証サイクル時間 1案件あたり数日〜数か月1 数時間へ短縮1 



1報告書あたりの削減コスト 基準値（手動人件費・外部調

査費が過大）1 
最低$1,000–$5,000 USD
節約 
[cite: 1, 8] 

情報ソースと検索経路 手動による断片的な公開情

報の探索1 
自動Webクロール ＋ 自社独
自データの追加統合 
[cite: 1] 

検証精度と信頼性 担当者の習熟度に依存、再

確認にコスト9 
ピンポイント引用と3段階色
分け判定による監査8 

主たる業務領域の分担 データ収集・スクリーニング

作業への集中1 
戦略的意思決定・ライセンス

交渉・意思決定支援1 

全社知財AIエコシステムにおけるPatlyticsの相乗的展開 
旭化成における特許AIの活用はPatlyticsのみに限定されず、業務の目的や対象レイヤーに応じて
多様なAIツールを使い分けるマルチツールエコシステムとして構成されている8。同社の知財デジタ

ルトランスフォーメーションは、ミクロな実行業務の自動化からマクロな経営戦略の策定までをシーム

レスにつなぐアーキテクチャを有している3。 
ミクロレベルの権利保護・行使領域ではPatlyticsが中核を担い、侵害検出やクレームマッピングを高
速化している1。これに対し、マクロレベルの技術動向把握やR&Dテーマ探索領域では、日本発の「
Patentfield AIR」やシンガポール発の「PatSnap Eureka」といったツールが併用されている13。これら

は最大1万件規模の特許母集団からマインドマップの自動生成や「課題×用途」マトリクスによるホワ
イトスペース（未開拓領域）の検出を行い、新規開発テーマの提案に寄与している13。 
さらに社内独自の取り組みとして、生成AIを活用した「用途探索支援AI」が開発・運用されている12。

これは大量の特許文献から抽出した材料特徴を統計的にクラスタリングし、生成AI（適宜選択した
LLM）を用いて「接着剤」「フィルム材料」などの人間が理解しやすいラベルを自動付与する仕組みで
あり、新規材料の用途候補の選別にかかる時間を従来の約40%に短縮する成果を上げている3。ま

た、日常的な特許監視（SDI）業務における「Patent SQUARE」のAI自動分類機能の導入や、自社
データでファインチューニングを施した特許明細書ドラフト作成モデル、工場での危険予知活動・技

術伝承用生成AIなど、多角的なAI実装が進められている3。 
こうした多層的なAIツール群は、旭化成の知財組織体制と強く連動している1。経営層や事業部に対

して知財情報をベースとした戦略提案を行う「知財インテリジェンス室」がマクロ分析（IPランドスケー
プ）で新規事業や共創パートナー選定の機会（TBCプロジェクト等）を導き出し、実務を担う「知的財
産部」がPatlytics等の高度AIを用いて具体的な権利網形成やライセンス収益化を迅速に実行すると
いう役割分担と相乗効果が形成されている1。 

今後の展望 
侵害検出モジュールにおいて極めて高い投資対効果（ROI）を立証した旭化成は、Patlyticsの活用
範囲を特許ライフサイクルの他工程へ順次拡大していく方針をとっている1。 
具体的には、他社特許の無効化資料調査（Patent Invalidity Analysis）や、保有特許の費用対効果



を評価して放棄・維持を判断するパテント・プルーニング（Patent Pruning）、各国の拒絶理由通知書
を解析するAI Office Action解析、ならびに新規製品の市場投入時における自由実施性調査（
Freedom to Operate: FTO）などのモジュールの実務適用が進められている1。 
Patlyticsを中心とする特許AI基盤の確立は、旭化成が掲げる「Proactive IP licensing worldwide（グ
ローバルな能動的IPライセンス）」戦略を現実のものとし、同社の特許ポートフォリオを単なる防御壁
から自社事業の優位性を高める収益資産へと変革させる強力な原動力となっている1。 

結論 
旭化成によるPatlyticsの導入・活用は、先進企業における知的財産業務のデジタル変革を象徴する
成功事例である1。手動での情報収集やクレーム対比作業に追われていた従来の知財実務をAIに
よって数時間単位へと圧縮したことは、単なるコスト削減にとどまらず、知財部門の戦略的役割を飛

躍的に強化することに成功した1。 
自社独自データの統合やハルシネーションを排除した検証可能な根拠引用構造は、厳格な精度と

安全性が求められる化学・製造業界における知財AI活用の標準仕様を示している1。知財インテリ

ジェンス室によるマクロなIPランドスケープ活動と、Patlyticsによるミクロな権利行使・防衛の双方が
連携することで、同社は無形資産を活用した高収益なアセットライト型ビジネスの実現に向けて確実

な進化を続けている1。 
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